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(3)水素と材料の相互作用の実験的解明

(3-a) Alの水素化反応と水素化過程の解明

実用Al基合金の水素化反応実験を実施

高圧水素貯蔵用の複合容器技術基準で規定されたA6061合金（Al-Mg-Si合金）の高温、高圧下におけ
る水素化条件を決定した

齋藤寛之ら、日本金属学会誌 76, 139 (2012).

( )

純Al A6061-T6

る水素化条件を決定した。

高圧容器

本実験条件の範囲内では、燃料電池自動

車への車載で想定される温度圧力条件

(100℃, 100 MPa以下) で、A6061合金か

らAlH3が生成することはない

合金化の効果

生成するAlH の形状に違いが現れる

生成した
AlH3の

生成するAlH3の形状に違いが現れる

Si,Mgの合金で水素化温度圧力が若干

の低下を示す

3

顕微鏡像 他のアルミニウム基合金の水素化
反応の研究も展開中である。

【公開】

A6061-T6 およびA6061HS-T6 合金試料は、それぞれ古河スカイ(株)および日本軽金属(株)により製造され、NEDOの委託を受けた「水素社

会構築共通基盤整備事業／水素インフラ等に係る規制再点検及び標準化のための研究開発／水素用アルミ材料の基礎研究」実施グルー
プを通じて提供された。
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(3)水素と材料の相互作用の実験的解明

(3-a) Alの水素化反応と水素化過程の解明

直接水素化反応の成功と放射光計測技術の活用によってはじめて得られた
アルミ系貯蔵材料の開発指針

安定 あ 水素 蔵 が あ

( )

水素化物安定性

反応速度

AlH3は不安定であり、水素吸蔵の手法が課題である。

表面酸化膜とは別に、AlH3自身の水素の遅い拡散が反応を抑制している。

AlHnユニットを持つ水素化物の開発

異種金属固溶により水素化温度 圧力は低下する傾向を示したが 未だ不十分である

合金化、複合化による水素導入パスの形成により水素化反応が促進された。現状
異種金属固溶により水素化温度・圧力は低下する傾向を示したが、未だ不十分である。

今後の課題： AlH3のAl-H結合と同様の結合様式のM-H結合が形成される
Al基水素化物を探索し、その特性評価が必要である。

AlH3と異なる結晶構造を有するAl系貯蔵材料 （侵入型水素化物）の開発

今後の課題： AlH のAl H結合と異なる結合様式のM H結合が形成される

高温高圧下でAl3Ti水素固溶体の実現に初めて成功した。（常温常圧では回収できず。）

新しいAl基合金水素化物の実現が期待できる。

現状

【公開】

今後の課題： AlH3のAl-H結合と異なる結合様式のM-H結合が形成される
Al基合金の探索を探索し、その特性評価が必要である。
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